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関連している企業・大学・団体等 自治体、基幹型在宅介護支援センター等、高齢者の援助機関 
関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編 単身痴呆性高齢者の在宅生活支援に行政援助職が苦慮した事例の分析 
 
①高齢者虐待予防に取り組む問題意識のある関連機関（自治体・基幹型在宅介護支援センター等）
と協働で以下の過程を踏み、地域の特性に応じた高齢者虐待予防システムを構築する。  
１） 高齢者虐待の操作的定義の合意形成（高齢者虐待の定義がない、現行ではここが十分に議論されてお
らず実態調査に入っているが、システム構築には高齢者虐待に関する共通認識が重要） 
２） 定義に基づき、「介護にまつわる相談」を受ける機関及び介護保険導入後の援助機関から事例抽出。
(先行研究から、“虐待”として相談が入るのは稀、虐待事例は介護にまつわる介護相談・苦情などから経緯
を辿る。高齢者虐待の特性を見出すためにも相談の契機の把握が必要。) 
３） 相談の入り口、発見・介入までの過程の分析（５W１Hを虐待者・被虐待者・援助職/機関の視点で分析）
４） 事例の類型化及び事例の類型に応じた介入技術の抽出、地域特性の検討（全国調査結果と比較検討）
５） ４）をベースに地域の特性（価値観・世帯構成・社会資源…）の応じた予防システムの検討 
① 研究者による実態調
査・虐待の定義の検討、
事例研究 
② 厚生労働省委託の全国
実態調査（2003 年） 
【現状及び解決すべき課題】 
（上記全国調査結果から） 
・各自治体に専門チームがあ
るのは全体の３％未満 
・被虐待者の 1割が生命リス
クを伴う。 
・ 虐待者の構造の複雑さ 
に伴う対応の模索（息子の虐
待が 3割、被虐待者では痴呆
性自立度Ⅱ以上 6割） 
・高齢者虐待の定義がない 
 （息子の虐待の増加：全体 
事例の援助過程を分析し 
虐待の要因・次元別（生命リスク
の危機の可能性、経済的虐待、痴
呆の有無等）での類型化と類型に
応じた介入技術の抽出 
【研究目標】 
・ 虐待類型に応じた介
入技術のモデル化 
・ 地域の特性に応じた 
高齢者虐待防止シス
テムの構築 
東京都 X区で試行中
１）適切にサービス導入すれば解決する
事例、２）家族療法的な高度な介入技術
及び援助職に対するスーパーバイズが
必要な事例、３）法曹職の介入が求めら
れる事例と、事例の次元への着目の必要
性があるのではないか。 
地域特性に応じた
高齢者虐待防止シ
ステムの構築 
 
研究者の過去の実践 
現場主義に基づく
高齢者虐待防止シ
ステムの開発 
